


母は20数年間、アルツハイマーでした。

自信のない様子で、「頭がヘンになった」と言

った日のことを思い出します。

やがて、「いい塩梅」という言葉が出るように

なりました。最初に気が付いたのはお風呂。

気持ちの良いときの“キーワード”だったんです

ね。彼女の中に「いい塩梅」のタネがたくさん

隠れている！

浜辺の歌、オードリー・ヘプバーン、赤ちゃん、

横浜の街、コンサートホール…。タネが次々に

見つかっていきました。面白くなってきました。

だれもが小さなしあわせの種子を持っている。

それを見つけて、水を遣る。それが介護という

営みなのかもしれません。

Ｄカフェという名の、“市民カフェ”づくりを進め

ています。

Ｄカフェの“Ｄ”は、［Dementia＝認知症］のＤ。

そして、［だれでも］のＤ。だれもが認知症を

入口に、介護や子育てのことなど、いろいろお

しゃべりし、学ぶ…。そんな［街の交流ステー

ション］です。

運営するのは認知症介護の経験者や看護師、

介護士など。ご本人・ご家族一緒においでくだ

さい。ご本人にはマンツーマンで対応します。

介護のご相談にも応じます。ときには音楽演

奏などもお楽しみください。

この小冊子「でぃめんしあ」は、Ｄカフェネット

ワークの血液として、介護のヒント、アイデア

を提案します。

しあわせの種子をひとつでも多く見つけ、水

遣りしていきたいと思っています。

・・

あんばい

た　ね

や

ディー

ディメンシア

みず

や

  

Ｄ
カ
フ
ェ
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

「
で
ぃ
め
ん
し
あ
」
編
集
人

竹
内 

弘
道

あ
ん
　
ば
い

い
い
塩
梅
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Dカフェ・ラミヨ

漫画「ゆずこのど素人介護」  
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Ｄカフェ・ラミヨ
第２日曜・第４土曜　午後
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第１・第３金曜　午前

天空（そら）の会
第２木曜　午後

悠楽（ゆら）の会
第４水曜　午後

風草工房
オアシスナビ×ハートページ　
Nan-na工房　
今村美都　
杉村静子　
針間直美（イラスト）

認知症ケアの知恵「こんなとき どうする」

目黒区内で知る人ぞ知るＤカフェ。
カフェといっても喫茶店ではなく、
「認知症カフェ」。さて、どんな所？

Dカフェ・ニコス 祐天寺 西小山 

お医者さんを囲む会

目黒区では、「認知症のこ
とを一緒に考えよう」という
市民の集まりが、９つも活
動しています。全グループ
の「開催日・場所・特長」を
イラストマップでパノラマ
ふうに紹介。

エッセイ
「
い
い
塩
梅
」…

…

竹
内
弘
道

「
場
の
力
」
　…

…

新
里
和
弘

晩
御
飯
も
済
ん
で
、く
つ
ろ
い
で
い

る
と
き…

　と
、出
て
行
こ
う
と
す
る
母
。

こ
ん
な
と
き
、あ
な
た
な
ら
、ど
う

す
る
？

認
知
症
の
専
門
医
と
ベ
テ
ラ
ン
介
護

者
が
、「
こ
ん
な
と
き
」の
対
処
法
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

10 ～ 11

「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
で
帰
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

介
護
に

ル
ー
ル
な
ん
て

な
い

Special Thanks :

あ
ん  

ば
い 認知症のジジババと

３人暮らしの、ゆずこです

！！
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Ｄカフェとは、

医
師・

ヘル
パーな

ど医療・介護の専門職

認知症に関心のある市民

徘徊すると
なかなかみつからない、
みんなどうしてるの？

認知症の本人や家族の
リアルな声を聞きたい。

仕事中は時間に追われて
ゆっくり話ができないから…。

ご近所さんが認知症かも。
何かお手伝いしたいけど…。

認知症の人と
どんなふうに
接したらいいの？

外に出て
家族以外とおしゃべり。
気分転換になりそう。

D=Dementia（認知症）のことを、
D=誰もが、自分のこととして考える、
D=District（街）の交流ステーション

ディメンシア

ディストリクト

認知症
の本人・家族

Ｄカフェに遊びにおいで

　
Ｄ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
に
興
味
の
あ
る
人
が
集
い
、

語
り
合
え
る
場
で
す
。ま
た
、認
知
症
の
人
や
介
護
者

に
と
っ
て
の
休
息
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
す
る
日
本
で
は
、認
知
症
の
人
が
増
え
て

い
る
の
に
、情
報
も
知
識
も
不
十
分
。「
ど
こ
で
情
報

を
得
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」、「
認
知
症
の
悩
み
は

周
囲
に
話
し
に
く
い
」、「
介
護
に
疲
れ
た
」…

当
事
者

や
家
族
は
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
カ
フ
ェ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
り
ま
す
。

介
護
者
の
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、

医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
専
門
的
な
情
報
を
得

た
り
、地
域
の
人
と
交
流
し
て
悩
み
の
解
決
に
役
立

て
た
り
。専
門
家
や
地
域
の
人
も
、介
護
者
な
ど
か
ら

リ
ア
ル
な
話
を
聞
き
、仕
事
や
生
活
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、厚
生
労
働
省
も
認
知
症
カ
フ
ェ
を
増
や
す

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、目
黒
の
Ｄ
カ
フ
ェ
は

そ
れ
以
前
か
ら
介
護
者
が
自
主
的
に
運
営
し
て
き
ま

し
た
。そ
し
て
今
年
か
ら
、認
知
症
介
護
の
経
験
者
た

ち
が
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ『
Ｄ
カ
フ
ェ
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』（
略
称
Ｄ
カ
フ
ェ
net
）を
設
立
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
祐
天
寺
と
西
小
山
の
２
か
所
で
開
催
し
て

い
ま
す
が
、近
日
中
に
新
た
な
エ
リ
ア
で
も
オ
ー
プ

ン
予
定
。ぜ
ひ
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

D
カ
フ
ェ
っ
て

ど
ん
な
場
所
？

目黒区内で知る人ぞ知るDカフェ。
カフェといっても喫茶店ではなく、「認知症カフェ」なんです。
介護者が中心になり開催しています。さて、どんな所？

produced by オアシスナビ×ハートページ
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Ｄカフェ・ニコスはこんなところです！
西小山のＤカフェは1か月に一度、第１日曜に
デイサービスを借りて開催。設備や備品を使い、

時にはダンスやイベントも楽しみます。

西小山 

杉山さん（左）親子で参加し、ニコスの世話人も務める。
「介護者なので、みなさんの悩みにも共感できます」

13:30
東急目黒線・西小山商店街を歩くこと5分。
「のぼり」が目印です。

13:35

好きなところに着席して同じテーブルの方と懇談を。
デイサービスの広々とした空間は開放的な雰囲気。

14:00

認知症当事者である岩下さんも参加。
ニコニコ笑顔でみんなのアイドルに！

14:30

この日のＤカフェのコンセプトは
「夏祭り」。縁日の金魚すくい風
に、紙でつくった魚の釣り堀を用
意。子供も興味津々。

コーヒーやお茶はおかわり自由。
きょうのお茶受けは水ようかん。

夏祭りと言えば…
今日のおやつはスイカ。

のことならこの人に聞こう！ニコス

岩下さん（右）母親の介護をしながら世話人に。
「イベントを計画し、楽しんでいただける内容を目指します」

入口の段差はスロープになっているから、     
  車椅子やシルバーカーでも大丈夫。

入口でシールに名前を書
いて胸にペタリ。名前を
覚えやすく呼びやすく、
気軽に話せるように。

　　参加費は300円。
来てくださる方だけでなく、
主催側も支払うのがルール。

15:00

すっかり打ち解けて
女子トークに花が咲く。

こちらでは真剣相談中。

会場を提供するデイサービス

「ニコス」の先崎さん。この日は

　息子さんと参加。

ある日のＤカフェの様子…

若い方と
話すのは
楽しいわぁ

魚釣り、
いっしょに
やろうよ！



Ｄカフェ・ラミヨはこんなところです！

06

もうひとつのＤカフェ、祐天寺のラミヨは一軒家。
友達の家にコーヒーを飲みに行く感覚で

認知症のことをさまざまな人と懇談し、情報収集できます。

13:00
祐天寺駅から徒歩5分。Ｄカフェ・ラミヨに到
着。ここは代表の竹内さんの自宅兼事務所で
もあります。Ｄカフェ開催日には2Ｆが開放さ
れ、自由に集える空間に早変わり！

玄関には、所狭しと
靴がズラリ。

電動昇降機があるので、
階段をのぼれない方も安心。

  こちらも参加費は全員300円。
「全員が当事者」の意識で運営。13:15

まずは自己紹介タイム。認知症当事者や家族、地域の方、
ケアマネジャー、施設で働く介護士、お医者さんなど、さ
まざまな人が立場を超えて同じ目線で語り合う。

14:00
時間を追うごとにどんどん盛り上
がる。途中参加や退出、席の移動
も自由。胸の中のモヤモヤや疑問
も吐き出せ、「ひとりではないん
だ」と実感できるひとときに。

15:00
今日、はじめて参加し
た男性も積極的に情
報収集。介護者の先
輩が、質問に答えつ
つ優しくアドバイス。

地域の介護サービス事業者、自治体の職員
なども参加。介護の情報を提供するほか
「介護者などが何を求めているのかを教え
ていただけるのがありがたいです」

認知症当事者の奥様と夫婦で参加。自営業で
一緒に働いていた当時の、奥様のお話に参加
者も盛り上がります。

コーヒー片手に楽しく

おしゃべり。今日のお菓子は？

これもちょっとした
お楽しみ。

97歳で亡くなった

竹内さんのお母さん、いよさん。

みんなを見守って
います。

のことならこの人に聞こう！ラミヨ

祐天寺 

野寺さん（左）レビー小体型認知症の母親を介護し
てきた、気さくで知識も豊富なラミヨの母。
竹内さん（中）この家のオーナーでDカフェｎｅｔ代表。
気軽に話せる雰囲気作りと実行力はさすが！
土屋さん（右）奥様を長年介護し続ける愛妻家。優し
くて穏やかな人柄に癒される人多数。

みなさん、
いろんな
工夫をして
るんですね

夫婦で参加
できる楽しい
雰囲気よ

ある日のＤカフェの様子…
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那
刹
那
、そ
の
一
瞬
が
安
心
で
き
る
か

ど
う
か
が
大
事
な
ん
で
す
。物
事
は

忘
れ
て
も
、感
情
に
は
と
て
も
敏
感

な
方
が
多
い
で
す
し
ね
。よ
く
、『
認

知
症
の
人
に
ウ
ソ
を
つ
い
て
も
い
い

ん
で
す
か
？
』と
聞
か
れ
る
ん
で
す

が
、私
は『
い
い
で
す
よ
』と
答
え
ま
す
。

た
だ
し
、そ
の
場
し
の
ぎ
の
ウ
ソ
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
て
、ご
本
人
が
安

心
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
会
話
で
あ

れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
」

　
と
解
説
し
な
が
ら
、自
ら
作
っ
た
楽

し
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
、認
知
症
の
方
に

安
心
感
を
与
え
る
例
を
紹
介
。ま
さ

に
、会
場
は
笑
い
の
渦
で
し
た
。

　
そ
の
後
は
参
加
者
と
ざ
っ
く
ば
ら

ん
な
意
見
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
か
ら
も
、大
爆
笑
の

介
護
技
術
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披
露
さ

れ
、認
知
症
家
族
の
顔
も
一
気
に
明
る

く
な
り
ま
し
た
。「
介
護
は
苦
し
い
も

の
、と
考
え
ず
、発
想
の
転
換
で
介
護

を
楽
し
く
し
て
い
こ
う
！
」と
、家
族

か
ら
の
発
言
も
。こ
う
し
た
意
見
交

換
が
、専
門
職
に
も
刺
激
を
与
え
ま

す
。懇
談
会
は
、時
間
を
大
幅
に
超
過

し
、な
ご
や
か
に
続
き
ま
し
た
。

　
新
里
さ
ん
と
の
懇
談
会
は
、「
認
知

症
と
笑
い
」が
テ
ー
マ
。30
分
の
お
話

は
、認
知
症
介
護
に
ど
う
立
ち
向
か

う
か
、と
い
う
根
源
的
な
問
題
に
ヒ
ン

ト
を
与
え
る
内
容
で
し
た
。

「『
介
護
は
楽
し
く
知
恵
比
べ
』な
ん

て
言
い
ま
す
。認
知
症
の
世
界
は
刹

Ｄカフェに遊びにおいで

リポート

認
知
症
に
は
笑
い
が
大
切

　
D
カ
フ
ェ・
ラ
ミ
ヨ
で
は
月
に
一
度
、

専
門
職
を
囲
む
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
く
、

気
軽
に
話
を
聞
き
、質
問
が
で
き
る
場
。

８
月
に
は
認
知
症
の
専
門
医
・
新
里
和

弘
さ
ん
と
懇
談
し
ま
し
た
。そ
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
！東

京
都
立
松
沢
病
院

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長

新
里
和
弘
さ
ん

▲
新
里
さ
ん
の
病
院
で「
笑
い
」の
研
修
を
受
け
た
際
の

ポ
ー
ズ
を
披
露
。　
　
当
日
は
席
に
着
け
な
い
人
も
含

め
40
名
近
く
が
ラ
ミ
ヨ
に
集
っ
た
。

▲

お医者さんを囲む会

この続きは でご覧いただけます。「お医者さんを囲む会」の続きは、こちら→ http://www.oasisnavi.com/chiebukuro/news/30593/

オアシスナビ×ハートページは介護の総合サイト。
認知症介護のマンガ、在宅介護ノウハウ、介護のお金、老人ホーム、介護用品など様々な情報をインターネット上でご紹介しています。 
もちろん、すべてのページが無料でご覧いただけます。

検索オアシスナビ

http://www.oasisnavi.com/
オアシスナビでは、パソコンで「要介護度」を簡易診断できます！
インターネット上の質問に答えていくだけで、要介護度をその場で簡易判定。
どなたでも、無料でご利用いただけます。

＊このページは「でぃめんしあ」と「オアシスナビ×ハートページ」の共同制作です。

＊シミュレーターは「要介護度の目安」を簡易的に知るためのツールです。認定結果は調査当日の心身の
状況や、主治医の意見書によって大きく影響されるため、シミュレーターの結果と異なる場合があります。

当日の
ゲスト

検索要介護度認定チェック http://www.oasisnavi.com/simulation/

http://www.oasisnavi.com/
http://www.oasisnavi.com/chiebukuro/news/30593/
http://www.oasisnavi.com/simulation/


◇若年性認知症支援コーディネーターが「医療」
「社会保障」「サービス」「契約」「就労」など、多面的
な相談に応じる

◇相談無料
・電話相談　月曜から金曜
　　　　　  午前９時～午後５時　　　　　  
　　　　　  3713-8205
・来所面談　予約制

目黒区碑文谷5-12-1  TS碑文谷ビル1F・3F　
電話3713-8205
東横線・学芸大学駅　東急バス・碑文谷５丁目交番
http://www.ikiikifukushi.jp/

電話
相談ＯＫ

◇総合的な認知症鑑別診断が１日でできる
「医師の診察」「臨床心理士の心理検査」「画像診断」
をセットに、約３時間で検査終了。予約制。

◇本人の受診拒否で困っている人は
「家族相談日」の利用を
「家族相談」は毎週火曜　午前　予約制
有料（6000円～7000円）
電話 3303-7211 社会復帰支援室・相談係
※一般の相談窓口は月曜から金曜　午前９時～
午後５時、土曜は午前中

世田谷区上北沢2-1-1　電話3303-7211
京王線・八幡山駅 
http://www.byouin.metro.tokyo.jp/matsuzawa/ 祐天寺

学芸大学

都立大学

中目黒

大岡山

西小山

東横線

目黒線

田園都市線

目黒通り

駒沢通り

山手通り

09

松
沢
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

若
年
性
認
知
症
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

若
年
性
認
知
症
専
門
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口 自由が丘

連絡先

家
族
会

（日）
（日）
（土）

（金）
（金）
（日）
（木）
（水）
（木）
（水）
（木）

１日
８日
28日

６日
20日
29日
12日
18日
19日
25日
26日

5

6

7

8

9

☆介護者・介護経験者、医師、ケアマネなど、認知症
ケアのベテランが相談に応じます。
☆ゆったりと休息できるスペースです。
☆本人・家族一緒に参加いただけます。
http://d-cafe.kazekusa.jp/

  Ｄカフェ・ニコス
どこ：原町1-22-1 ニコスビル　西小山駅５分
いつ：第１日曜　午後１時半～３時半

  Ｄカフェ・ラミヨ
どこ：五本木1-5-11 ラミヨ　祐天寺駅５分
いつ：第２日曜・第４土曜　午後１時～４時

2

☆介護者がストレスを発散し、交流する場。
☆包括支援センターのスタッフが常駐します。

  天空(そら)の会
どこ：北部包括支援センター
いつ：第２木曜　午後１時半～３時半

  あづまの会
どこ：区役所
いつ：第３水曜　午後１時半～３時半

  なごみの会
どこ：西部包括支援センター
いつ：第３木曜　午前10時～11時半

  悠楽(ゆら)の会
どこ：目黒本町社会教育館
いつ：第４水曜　午後１時半～３時半

  八重(やえ)の会
どこ：中央町さくらプラザ
いつ：第４木曜　午後１時半～３時半

  目黒認知症家族会  たけのこ
どこ：中目黒スクエア
いつ：第１・第３金曜　午前10時～12時
☆認知症の方は保健師とボランティアでサポート
します。
☆家族交流タイムで介護の悩みを話し合い、上手
なケアについて考え、課題を解決します。
☆個別の相談には、ベテラン介護者が保健師・包
括支援センタースタッフとともに、丁寧に応じます。
http://takenoko.kazekusa.jp/

  レビー小体型認知症介護家族おしゃべり会
どこ：学芸大学駅そば
いつ：最終日曜　午後
☆レビー介護の体験者たちが一緒に考えます。
http://lewyoshaberikai-yuruyurugumi.jimdo.com/
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Ｄ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

認
知
症
家
族
会

介
護
者
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
Ｄ
カ
フ
ェ
net
」が
運
営

介
護
者・介
護
経
験
者
が
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・サ
ポ
ー
タ
ー
が
運
営

1

3

4

目
黒・世
田
谷・渋
谷
エ
リ
ア
の
認
知
症
診
療
の
中
核
病
院

①ニコス
②ラミヨ

③たけのこ

④レビーの会
⑤天空（そら）の会
⑥あづまの会
⑦なごみの会
⑧悠楽（ゆら）の会
⑨八重（やえ）の会

（日）
（日）
（土）
（土）

（金）
（金）
（日）
（木）
（水）
（木）
（水）
（木）

７日
14日
27日
20日

５日
19日
28日
11日
17日
18日
24日
25日

小山医師

（日）
（土）

（金）
（金）
（日）
（木）
（水）
（木）
（水）
（木）

休み
11日
24日

16日
23日
25日
８日
21日
15日
28日
22日

12月 １月
（日）
（日）
（土）

（金）
（金）
（日）
（木）
（水）
（木）
（水）
（木）

１日
８日
28日

６日
20日
22日
12日
18日
19日
25日
26日

２月 ３月 ４月
（日）
（日）
（土）

（金）
（金）
（日）
（木）
（水）
（木）
（水）
（木）

５日
12日
25日

３日
17日
26日
９日
15日
16日
22日
23日

（日）
（日）
（土）

（金）
（金）
（日）
（木）
（水）
（木）
（水）
（木）

３日
10日
23日

１日
15日
31日
14日
20日
21日
27日
28日

５月
（日）
（日）
（土）

（金）
（日）
（木）
（水）
（木）
（水）
（木）

７日
14日
27日

19日
28日
11日
17日
18日
24日
25日

外で食事会

６月名前

Ｄ
カ
フ
ェ

介
護
者
の
会

Ｄカフェ懇話会
（医師を囲む会）

家
族
会

未定  ホームページで確認を。参加には予約が必要です。

3719-5592  ＮＰＯ「Dカフェnet」
d-cafe@kazekusa.jp

3719-5527
takenoko@kazekusa.jp
yururinletter@yahoo.co.jp
5428-6891  北部包括支援センター
5724-8030  東部包括支援センター
5701-7244  西部包括支援センター
5724-8033  南部包括支援センター
5724-8066  中央包括支援センター

2

1

3

5

9

池尻大橋

Ｄカフェ・ニコス
第１日曜　午後

来てねぇ

Ｄカフェ・ラミヨ
第２日曜・第４土曜　午後

たけのこ
第１・第３金曜　午前

電話
相談ＯＫ

楽しい一泊旅行

レビーの会
最終日曜　午後出入り自由

天空（そら）の会
第２木曜　午後

９階
眺望抜群

あづまの会
第３水曜　午後

なごみの会
第３木曜　午前

悠楽（ゆら）の会
第４水曜　午後

8 八重（やえ）の会
第４木曜　午後

※予定は変更することがあります。出かける前に、必ず確認のお電話を！

■活動のスケジュール　2014年12月～2015年６月

めぐろ認知症サポートマップ

わたしたちが
お迎えします

センター長の
新里和弘さん

7

6

4
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見当識障害：自分の置かれている現在の状況（場所・時間・人）をきち
んと認識できないこと。いまどこにいるのか、目の前の人がだれなの
か…。認知症の代表的な中核症状。
徘徊：本来の意味は「歩き回ること」「ぶらつくこと」。認知症の人は
脳神経が障害され「徘徊させられて」いるのです。

っ
た
り
。

　

外
出
願
望
が
高
ま
っ
て
い
る

と
き
に
は
、「
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。で
は
こ
れ
で
失
礼

し
ま
す
」と
他
人
行
儀
な
振
る

舞
い
が
見
ら
れ
ま
す
が
、目
の

前
に
い
る
家
族
も
他
人
に
見
え

て
い
る
可
能
性
大
で
す
。

　

家
に
帰
る
と
言
わ
れ
た
ら
、

否
定
す
る
の
で
は
な
く
、ま
ず

は「
帰
る
の
ね
」と
復
唱
！　

  
 

「
じ
ゃ
あ
一
緒
に
行
こ
う
か
」と

答
え
れ
ば
安
心
し
ま
す
。〝
小

さ
な
満
足
〞
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ま
い
ご
・
徘
徊
は
、多
く
が
見

当
識
障
害
に
よ
り
生
じ
ま
す
。

い
ま
あ
る
環
境
に
居
心
地
の
悪

さ
を
感
じ
て
、外
出
願
望
が
高

ま
る
の
で
す
。外
に
出
た
も
の

の
道
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
、帰
っ
て
来
ら
れ
な
く
な

っ
た…
。徘
徊
し
た
く
て
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

人
に
対
し
て
も
見
当
識
障
害

は
生
じ
ま
す
。時
代
が
飛
ん
で
、

孫
が
子
ど
も
に
な
っ
た
り
、子
ど

も
が
自
分
の
き
ょ
う
だ
い
に
な

第１回

外出願望・まいご・徘徊

こんなとき

？どうする？
監修：宮永和夫

　介護者を悩ませる頭痛の種のひ

とつ、“外出願望 ”。「言うことを聞い

てくれない！」「気を付けていても隙

を見て、出て行ってしまう」と匙を投

げたくなることもある外出願望。

　でも、背景には当人なりの「帰り

たい」という切実な思いが…。

　そこで、認知症専門医の宮永和

夫さんを囲んで、Dカフェの常連さ

んたちが、“外出願望”について話し

合いました。“気分転換”に有効な手

段は？！ 　ケアのコツをご紹介♪

ま
い
ご
・
徘
徊
と
は
、

道
が
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と

ま
ず
は
受
け
入
れ…

■「
帰
り
た
い
」と
い
う
必
死
の
思
い
に
向
き
合
っ
て

■「
ダ
メ
」（
否
定
）

　「
も
う
夜
だ
か
ら
」（
説
得
）

　「
い
い
か
げ
ん
に
し
て
」（
叱
責
）

■
ま
ず
は
、復
唱（
受
け
入
れ
）で
、安
心
感
を

■
気
分
転
換
の
声
か
け
が
効
果
的

■
ポ
イ
ン
ト
は
〝
小
さ
な
満
足
〞
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

こ
れ
は…×

「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
で
帰
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

「分かりました。
　 よろしければ、
    ご一緒しましょう」

TEL 03-3816-2853　
FAX 03-3816-2895

認知症の患者さんが、どんなときに、どんなことで困ってい
るかを想定した場面ごとに、実際の診療現場でまず最初
に処方されるお薬３つと、どんなケアをしたらよいのかを
まとめました。 専門的なお薬の説明もありますのでお医者
さんの話も理解しやすくなります。

宮永和夫さん

南
魚
沼
市
立
ゆ
き
ぐ
に
大
和

病
院
院
長
。全
国
若
年
認
知

症
家
族
会
・
支
援
者
連
絡
協

議
会
会
長
。

日
々
積
み
上
げ
て
い
る
臨
床
体
験
、認

知
症
家
族
へ
の
熱
い
支
援
活
動
。患
者
・

家
族
に
は
頼
も
し
い
お
医
者
さ
ん
で
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
宮
永
さ
ん
の
著
書『
ビ
ギ

ナ
ー
の
安
心
・
実
践 

ス
テ
ッ
プ
式
認
知
症

処
方
』(

新
興
医
学
出
版
社 

１
８
０
０
円

＋
税
）を
ベ
ー
ス
に
編
集
し
て
い
ま
す
。

ビギナーの安心・実践
ステップ式認知症処方

もっと詳しく読みたい方は・・

宮永和夫  著　定価1800円＋税

◎ ◆
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
寄
る

「
じ
ゃ
あ
、お
母
さ
ん
、お
豆
腐

  

買
っ
て
き
て
」

◎
「
も
う
最
終
が
出
た
と
こ
ろ
だ
ね
」

◆
バ
ス
停
の
時
刻
表
を
チ
ェ
ッ
ク

◎
「
ラ
ー
メ
ン
、食
べ
て
行
こ
う
か
？
」

◆
好
き
な
も
の
で

■認知症ケアの知恵「こんなとき どうする」■■■
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お
ま
わ
り
さ
ん
に
は
弱
い
の

で
、「
も
う
遅
い
か
ら
帰
り
な
さ

い
」と
言
っ
て
も
ら
え
ば
、き
っ

と
素
直
に
聞
い
て
く
れ
る…

は

ず
？
！

　

八
百
屋
さ
ん
な
ど
、ご
近
所

さ
ん
に
周
知
し
て
、頼
れ
る
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
。

　

名
札
に
は
工
夫
を
。お
守
り

や
携
帯
で
は
捨
て
ら
れ
る
可
能

性
大
！　

カ
ッ
コ
い
い
刺
繍
に

し
た
ら
、本
人
も
大
満
足
だ
っ

た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
。

　

玄
関
に
セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
を

敷
い
た
り（
介
護
保
険
の
レ
ン

タ
ル
で
月
８
０
０
円
以
内
）、玄

関
ド
ア
に
鈴
を
つ
け
る
。

　

ひ
と
ま
ず
家
を
出
た
ら
、近

所
を
５
分
回
っ
て
戻
る
と
、そ
の

ま
ま「
た
だ
い
ま
」と
家
に
入
っ

て
く
れ
る
こ
と
も
。

　

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ

行
っ
て
買
い
物
を
し
て
み
た
り
、

バ
ス
停
ま
で
行
っ
て「
も
う
最
終

が
出
た
と
こ
ろ
だ
ね
」と
実
際

に
バ
ス
の
時
刻
を
確
か
め
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
分
転
換
を
。

 

「
ラ
ー
メ
ン
、食
べ
て
行
こ
う
か
」

と
、当
人
の
好
き
な
も
の
に
合

わ
せ
て
、気
分
を
変
え
る
声
か

け
が
効
果
的
。

　

こ
ち
ら
の
声
か
け
が
届
か
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り

立
た
な
い
ほ
ど
興
奮
状
態
に
あ

る
場
合
に
は
、後
ろ
か
ら
そ
っ
と

つ
い
て
行
く
の
が
◎

　

鍵
を
何
重
に
も
か
け
る
な
ど

し
て
、と
に
か
く
外
に
出
な
い

よ
う
に
と
対
策
し
た
く
な
り
が

ち
で
す
が
、こ
れ
で
は
外
出
願

望
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
ば
か
り

で
す
。

　

う
ま
く
す
る
と
、そ
の
話
題

に
乗
っ
て
き
て
、外
出
願
望
を
忘

れ
ま
す
。そ
れ
で
も
収
ま
ら
な

い
よ
う
な
ら
、ひ
と
ま
ず
外
へ
。

◎
お
ま
わ
り
さ
ん（
交
番
）と

顔
見
知
り
に

顔
な
じ
み
の
八
百
屋
さ
ん

◎
カ
ッ
コ
い
い
名
札

◎
玄
関
ド
ア
に
鈴
を
つ
け
る

◎

×

外
に
出
な
い
よ
う
に
鍵
、

こ
れ
は

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

別
の
興
味
に
気
を
向
け
る…

◎ ◆
衣
装
の
話
題
を
振
る

「
こ
れ
着
て
い
く
、

  

そ
れ
と
も
こ
っ
ち
？
」

一
歩
外
に
出
た
ら…

お
気
に
入
り
の
コ
ー
ト
を

見
せ
て
、
「
こ
れ
ど
こ
で

買
っ
た
ん
だ
っ
け
」
と
別

の
話
を
引
き
出
す
。



えていきます。医療を中心とした助言を行

っていくことが、私ら医療者の役割であろ

うと考えています。

　介護する人は、ふと自分の胸の内をす

べて、洗いざらい打ち明けたい衝動に駆ら

れることもあると思います。が、日常生活で

はそう簡単にできることではありません。

でも家族会では本音に近い話ができます。

また、他の人の胸の内を聞くことで、自分

を確認することもあると思います。「かくか

くしかじかのことがあったのよ、ある時な

んてね…」、介護経験者のこのような話を

聞くだけで救われることもあると思います。

話のすべてでなくとも、その部分部分に

「ああそうか」と共鳴できる体験の多いの

が家族会だと思います。

　人は多彩です。いろんな介護家族がい

るわけですので、受け手の側もいろんな人

が集まった方がいい。Ｄカフェにはいろい

ろな人が集まります。それが何とも言えな

い「場の力」を作り出しているように思いま

す。そのような場からは、いろいろなアイデ

アや相性が自然と生まれてくるように感じ

ます。いろんな力が満ちていて、

ただ静かに座っているだけでも

ほっとできる、Ｄカフェはそんな

場であってほしいと思います。

　祐天寺のＤカフェ・ラミヨに参加させて

いただいています。閑静な住宅地の一角、

民家の２階にあります。いろんな方が集ま

って話をしているとは、ご近所から想像は

できないでしょう。３００円で美味しいコ

ーヒーはいくらでもお替り自由（インスタ

ントではありません）。Ｄカフェにはいろい

ろな人が集まります。認知症ご本人とその

ご家族、介護ＯＢ、ボランティアの人、介護

を仕事にしている人、行政の人、発信者、お

手伝いにいらしている方、子供、包括支援

センターの人、保健師、医療者…などなど。

　私は医療者としての参加です。医者は薬

を使うことができます。家族会でお話を聞

いていて、おやっと思うことの一つに「薬は

きかないでしょ」と言われることがあります。

たとえば “物盗られ妄想” を考えてみましょ

う。「財布を盗った、盗った」とご家族を攻

撃する患者さんには、私らはチアプリドや

クエチアピンといった薬を処方しますが、

半数以上のご家族は、これでずいぶんと介

護は楽になります。少量から注意して処方

すれば副作用はまずありません。これは事

実です。「そうなのですか」と言われること

もよくあります。でも、全く効果のない方も

いるわけですから、その場合は環境調整

や、介護サービスの利用なども並行して考

12

新里 和弘（にいざと かずひろ）さん
都立松沢病院認知症疾患医療センター長。
日本認知症学会専門医、日本老年精神医学会専門医。
Ｄカフェの常連さんで、いつも前向き。ユーモアセンス
あふれる、素敵なお医者さん。

場の力 Ｄ
カ
フ
ェ
の
風
景

新里  和弘

リレーエ
ッセイ



13

青山ゆず子（あおやま ゆずこ）　1985年茨城県生まれ。「体験型」介護ジャーナリスト／フリーライター。
「週刊ＳＰＡ！」などで記者として活動しつつ、漫画を執筆。2011年（25歳）から「夫婦揃って認知症」の祖父母と同居し、
20代の介護ど素人ながら認知症に向き合う。介護専門情報サイト・オアシスナビにて「孫娘のガチンコ介護マンガ」
好評連載中。http://www.oasisnavi.com/chiebukuro/manga/
http://ameblo.jp/yuka-yuzu-yuu/



ラミヨではこんな
グループも活動中

14

Ｄカフェの活動
認知症の人もご家族も、お医者さんもヘルパーさんも
　みんな一緒に Let’s コーヒーブレーク

http://d-cafe.kazekusa.jp/

■グラビア「行ってみよう、新・Ｄカフェ」
　“新規開店” のＤカフェと、そこに集う人たちを紹介
■認知症ケアの知恵「こんなとき どうする」
　“物盗られ” など、 妄想対応アイデア集
■新企画「地域ケアのキーパーソン」
　地域でがんばっている人たちにインタビュー
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介護者がつくる認知症情報誌

No.1（創刊1号）でぃめんしあでぃめんしあ

Ｄカフェ・ラミヨ Ｄカフェ・ニコス第２日曜・-第４土曜
午後１時～４時

第１日曜
午後１時半～３時半

参加費 300円 （コーヒー＆スナック付） 参加費 300円 （コーヒー＆スナック付）

Ｄカフェ懇話会「お医者さんを囲んで」
市民交流スペース「ラミヨ」
毎月１回・不定期開催　予約制・定員20人
参加費 300円　（コーヒー＆スナック付）

●コミュニティカフェ「いよさん家」
●子育てグループ「らっこサロン」
●子育てグループ「ほっこり」

問い合わせは－
3719-5592  ラミヨ

表紙画家紹介

認知症医をはじめ、内科、循環器科などさまざまな
医師を囲んでの気軽な懇談会。12月20日のゲストは
小山恵子さん、恵比寿で「楓の森メンタルクリニッ
ク」を開業している精神科・認知症専門医です。

Ｄ
カ
フ
ェ
な
人
々

杉本 聖奈 （すぎもと まりな）
1986年東京生まれ。先天性聴
覚障害とアスペルガー傾向を
併せ持つ。聞こえないだけでは
ない複雑さの中で、物事や人と
の繋がりを理解するために大
切だった絵カードの世界。日常
の何気ない生活を切り取って、独特の立体イラス
ト作品を中心に創作活動を続けています。 

http://marina-nan-na.com/
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松井歯科

西小山公園

セブンイレブン
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ニコス

至 大岡山
↓

目黒区五本木1-5-11 
市民交流スペース「ラミヨ」 

目黒区原町1-22-1 
ニコスビル

Ｄカフェnet「でぃめんしあ」
プレゼント係
Fax（03）3719-5592
メール d-cafe@kazekusa.jp

◎読者プレゼント
表紙画の作家、杉本聖奈さん特製の2015年カレンダー「立体
イラストの世界」(定価2800円)を、５名にプレゼント。申し込
みは、「住所・氏名・年齢・介護への思い」を書いて、メール
またはファックスで下記へ。
締め切りは12月15日。当選は
発送をもって代えます。

本誌は平成26年度目黒区認知症カフェ活動支援事業委託により発行しています。






